
　

９
月
26
日
、富
山
国
際
会
議
場
に
て
「
地

域
活
性
化
と
大
学
の
役
割
～
地
方
創
生
に

向
け
た
学
生
・
大
学
・
地
域
の
さ
ら
な
る

連
携
を
求
め
て
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
本

学
主
催
の
C
O
C
／
C
O
C
+
全
国
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
全
国
20
大

学
を
は
じ
め
、
９
自
治
体
、
16
企
業
団
体
、

及
び
一
般
の
方
々
約
2
0
0
名
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

基
調
講
演
で
は
北
九
州
市
立
大
学
地
域

創
生
学
群
長
の
眞
鍋
和
博
教
授
に
「
大
学

に
お
け
る
地
域
連
携
・
実
践
型
教
育
の
展

開
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
ご
講
演
い
た
だ
き
、

学
生
が
地
域
と
継
続
的
に
関
わ
っ
て
い
く

こ
と
の
重
要
性
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
続
く
学
生
に
よ
る
事
例
発
表
、
ポ
ス

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
各
地
で
の
様
々
な

事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。「
地
域
の
魅
力

向
上
」、「
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
」、「
高

齢
者
等
福
祉
の
充
実
」
の
テ
ー
マ
に
分
か

れ
た
分
科
会
も
開
催
し
、
活
発
な
議
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
交
流
会
に
も
多
く
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
地
域
活
性
化
と
大

学
の
役
割
を
確
認
し
合
う
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。【
詳
細
記
事
２
、３
面
】　
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星
空
ト
ロ
ッ
コ
～
天
文
部
が
星
空
ガ
イ
ド
～

PICK 
UP!

ト
ロ
ッ
コ
電
車
が
有
名
な
黒
部
渓
谷
。

秋
に
は
終
点
「
欅
平
」
で
星
空
を
楽
し

む
イ
ベ
ン
ト
「
星
空
ト
ロ
ッ
コ
」
が
実

施
さ
れ
て
お
り
、
今
回
、
本
学
の
天
文

部
が
黒
部
渓
谷
鉄
道
よ
り
ご
依
頼
を
受

け
、
そ
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
事
前
P
R
用
の
星
空
写
真
を

撮
影
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
写
真
は
、

新
聞
広
告
や
関
西
電
力
の
S
N
S
に
用

い
ら
れ
ま
し
た
。

星
空
ト
ロ
ッ
コ
当
日
は
、
車
内
放
送
、

現
地
で
の
星
空
解
説
を
担
当
し
ま
し
た
。

工
夫
を
凝
ら
し
た
内
容
は
「
学
生
の
手

作
り
感
が
あ
た
た
か
い
」
と
大
変
好
評

で
し
た
。
天
文
部
で
は
今
後
も
本
取
組

の
継
続
と
、
天
文
の
知
識
や
技
能
を
生

か
し
た
地
域
と
の
新
た
な
取
組
を
模
索

し
て
い
き
ま
す
。

　

天文部が撮影した写真　（上段：新聞広告に採用された写真）　
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(2)

COC/COC+ 全国シンポジウム

　北九州市立大学 眞鍋和博教授から「大学における地域連携・実践型教育の展開～北九州地
域活性化の担い手としての学生発見～」と題してご講演いただきました。
＜要旨＞
●北九州市立大学では地域連携、実践型教育として地域創生学群・様々なボランティアやサー
ビスを展開している地域共生教育センター (421Lab) や他大学と連携し、地域活動に取り組む
ための施設である北九州まなびと ESD ステーションを設置している。
●これまでは、地域に多くの課題があり、様々な運営が行われても担い手となる学生が少なかっ
た。しかし学生が、運営の主体として活躍できてこそ地域創生の１つの形になるではないだろうか。
●学生は、大学のプログラムだから地域と関わっているという意識ではなく、住人として責任
をもって持続的に関わることが大切である。このような意識を持つことや地域と関わることで、
シビックプライドや自負心が醸成される。そして、シビックプライドの醸成ができてはじめて
地元に定着する学生が増えるのではないか。

北九州市立大学　地域創生学群長
眞鍋　和博　教授　

基 調 講 演 　

ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン

学 生 事 例 発 表
■金沢工業大学＜金澤月見光路の実施とそれにむけたオブジェの制作や地元企業・
　NPO 法人との連携＞
■高知県立大学＜地域とともに行う防災活動の紹介＞
■滋賀県立大学＜空き家を改修し、新たな価値を見いだしまちづくりを行うとよさと
　快蔵プロジェクトの紹介＞
■芝浦工業大学＜建築、都市、地域のデザインをテーマとした教育・研究・社会貢献
　の諸活動の紹介＞
■富山国際大学＜学生の地域内での活動や地域外での PR 活動などを通した限界集落復
　興支援事業の紹介＞
■富山県立大学＜大学の COC 事業の継続を目的とした COCOS の活動紹介＞

★参加大学一覧★
鹿児島大学 / 金沢工業大学 / 高知大学 / 高知
県立大学 / 滋賀県立大学 / 芝浦工業大学 / 信
州大学 / 東北公益文科大学 / 徳島大学 / 富山
大学 / 富山国際大学 / 福井大学 / 三重大学 /
和歌山大学 / 富山県立大学

富山県立大学　ＣＯＣニュース　第６号



(3)

　地域の魅力向上をテーマに「観光振興」「定住振
興」の観点からお話しいただきました。

【馬場氏】古民家改修を行っている「快蔵プロジェ
クト」について大学・地域の方の関わりを交え報告。

【木村氏】観光の視点から地域の魅力を向上させる
には、どのようにすればいいのかを DMO を絡め提
案。県立大学と共同の取り組みについても紹介。

【田中氏】南砺市が観光と定住についての観点から
どのような政策を行っているかをエコビレッジ構
想、クリエイタープラザなどの例を挙げて紹介。
　各々の発表の後「地域の魅力向上のために大学が
果たすべき役割」や「2030 年には地域の魅力はど
のように地方創生の一助になっているか」をテーマ
に討論が重ねられました。「企業と学生が関わる場
をたくさん大学がつくるべき。」など、大学が地域
にどのように関わっていけばよいか、いろいろな意
見が出ました。

【コーディネーター】
岩本 健嗣（富山県立大学 情報システム工学科 准教授）

【パネリスト】
田中 幹夫氏（南砺市　市長）
木村 ともえ氏（（公財）とやま観光推進機構マーケティング部
　　　　　　部長 /（株）JTB 中部　交流文化部地域推進課 課長）
馬場 孝朗氏（滋賀県立大学 環境科学部環境建築デザイン学科 3 年）

地域の魅力向上

分科会（パネルディスカッション）

　「富山発ハードとハートで支えるもの（モノ・者）
づくり」と題し、富山からどのように発信していく
かをお話しいただきました。

【鳥山氏】高齢者の転倒問題のない街づくりを目指
した取り組みを紹介。新型歩行器を使った実験・分
析結果の報告。

【中林氏】富山大学歩行圏コミュニティ研究会の取
り組みの中で、歩行補助車「まちなかカート」の開
発や「産学官民」の協働についてなどの事例報告。

【相山氏】介護者支援に向けて、どのような地域包
括ケアシステムを構築していくべきかを提案。
　今後の展望として、地域の問題を工学的アプロー
チで解決していきたい（鳥山氏 )、今の活動を富山
型リビング・ラボ（住民と共生するイノベーション）
に発展させていく（中林氏）、介護者の負担を軽減し、
介護者自身が自分らしく生きるための施策を図って
いく（相山氏）、との話が出されました。

【コーディネーター】
村上 満氏（富山国際大学 子ども育成学部 教授）

【パネリスト】
中林 美奈子氏（富山大学 医学部 准教授）
相山 馨氏（富山国際大学 子ども育成学部 准教授）
鳥山 朋二（富山県立大学 情報システム工学科 教授）

高齢者等福祉の充実

【コーディネーター】
中村 秀規（富山県立大学 環境工学科 講師）

【パネリスト】
高野 雅夫氏（名古屋大学 大学院環境学研究科 教授）
上坂 博享氏（富山国際大学 現代社会学部 教授）
萩原 和氏（滋賀県立大学 地域共生センター 准教授）

　「環境・地域デザインの臨床現場における大学の
役割」をテーマにお話しいただきました。

【上坂氏】八尾町桐谷地区 ( 限界集落）において、
再生可能エネルギーによる地域自立を目指した学生
の取り組みを報告。地域の方の支援についても紹介。

【高野氏】コンサルティングファームを通じての地
域への支援事例や民間ではない大学のコンサルティ
ングならではの特徴を紹介。

【萩原氏】どのように地域志向を高めていくかを　
滋賀県立大学 COC 事業／ COC ＋事業の取り組み
の中から紹介。　
　「学生が自分たちの住んでいる地域に来て、注目
してくれるだけでも刺激になり、活性化に繋がる。」

「地域から大学への相談があった時に、相談を受け
取って対応できる教員を育てることが大事。」「地域
の方たちと学生がきちんとコミュニケーションをと
るためには、教員が事前に環境を整えておくことが
必要。」などの意見が出ました。

持続可能な社会の実現
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藤
井
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
演
習

子
ど
も
の
モ
ノ
づ
く
り
教
育

支
援
を
目
指
し
た
紙
の
か
ら

く
り
玩
具
の
考
案

高
齢
者
の
『
閉
じ
こ
も
り
』

を
考
え
る 

上
村
ト
ピ
ッ
ク
ゼ
ミ 

  

高
齢
者
の
寝
た
き
り
を
招
く
要
因
と
し
て

問
題
と
な
っ
て
い
る
「
閉
じ
こ
も
り
」
を
テ
ー

マ
に
、
地
域
に
お
け
る
実
態
・
意
識
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

  

高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
で
あ
る
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
た
後
、
①
地
域

の
高
齢
者
が
集
う
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
、
②
民

生
委
員
、③
自
治
体
（
射
水
市
地
域
福
祉
課
）、

④
メ
ン
タ
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
⑤
大
学
生
の

５
つ
の
調
査
対
象
別
に
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
、

閉
じ
こ
も
り
の
問
題
や
そ
れ
を
取
り
巻
く
環

境
に
つ
い
て
様
々
な
視
点
か
ら
調
査
し
ま
し

た
。

  

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
自
立
高
齢
者
の

中
に
も
４
人
に
１
人
の
割
合
で
閉
じ
こ
も
り

予
備
群
が
存
在
す
る
こ
と
や
、
若
者
と
高
齢

者
で
閉
じ
こ
も
り
の
認
知
度
に
決
定
的
な
差

が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、地
域
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
予
防
対
策
に
つ
い
て
ア

イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　  
子
ど
も
た
ち
に
モ
ノ
づ
く
り
体
験
の
場
を

提
供
す
る
た
め
に
は
、
題
材
の
準
備
や
製
作

教
室
開
催
時
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
知
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
今
回
は
富
山
出
身
で
楽
し
い
作
品

を
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ

タ
ー
中
村
開
己
氏
を
２
回
本
学
へ
お
招
き

し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　

６
月
２
日
に
は
、
中
村
氏
考
案
の
紙
の
か

ら
く
り
「
カ
ミ
カ
ラ
」
に
つ
い
て
お
話
を
聞

き
、
そ
の
後
カ
ミ
カ
ラ
の
基
本
構
造
を
実
際

に
作
っ
て
動
き
を
確
認
し
ま
し
た
。
６
月
23

日
に
は
、
学
生
が
考
え
て
き
た
デ
ザ
イ
ン
を

元
に
中
村
氏
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
つ
つ
、

カ
バ
モ
チ
ー
フ
の
試
作
品
を
作
り
ま
し
た
。

学
生
達
は
当
初
案
か
ら
実
際
に
動
作
す
る
か

ら
く
り
玩
具
に
す
る
こ
と
に
大
変
苦
労
し
て

い
ま
し
た
が
、
C
O
C
成
果
発
表
会
ま
で
に

試
作
品
を
数
回
見
直
し
、
製
作
教
室
に
使
用

可
能
な
型
紙
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

(4)

酵
母
を
知
る

san
gyo

H 
28
前
期
C
O
C
活
動
報
告

kore
isya

kodo
mo

酵
母
は
発
酵
産
業
に
お
い
て
広
く
用
い
ら

れ
て
い
る
微
生
物
で
す
。
酵
母
は
菌
類
に
属

す
る
真
核
細
胞
生
物
で
、
出
芽
で
増
殖
す
る

も
の
が
多
い
で
す
。
サ
ッ
カ
ロ
ミ
ケ
ス
属
の

酵
母
は
ビ
ー
ル
、
ワ
イ
ン
、
清
酒
、
パ
ン
な

ど
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
に
お
い
て
、
適
し
て
い
る
も
の
と
そ
う
で

な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

本
演
習
で
は
、
自
然
界
よ
り
、
実
際
に
酵

母
を
単
離
・
培
養
す
る
簡
単
な
実
験
を
行
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
、産
業
利
用
の
観
点
よ
り
、

ど
の
よ
う
に
酵
母
は
選
ば
れ
、
利
用
さ
れ
て

い
る
か
に
つ
い
て
知
る
た
め
、
ワ
イ
ン
酵
母

は
山
藤
ぶ
ど
う
園
、清
酒
酵
母
は
桝
田
酒
造
、

パ
ン
酵
母
は
B
a
k
u 

H
o
u
s
e
を
訪

れ
て
、
見
学
し
て
意
見
を
聞
き
ま
し
た
。
見

学
後
に
は
、
す
べ
て
の
学
生
が
、
何
を
知
っ

た
か
に
つ
い
て
、
詳
細
に
レ
ポ
ー
ト
を
書
い

て
、
C
O
C
事
業
を
通
し
て
、
見
学
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
会
社
へ
提
出
し
ま
し
た
。

jizoku

福
祉
用
具
の
提
案

kore
isya

kore
isya
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西
田
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
演
習

　

福
祉
用
具
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
し
、

発
表
す
る
と
い
う
プ
レ
ゼ
ン
演
習
科
目
に

お
い
て
、
地
域
の
福
祉
施
設
や
行
政
機
関

を
訪
問
し
、
高
齢
者
福
祉
の
実
態
に
触
れ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

職
員
や
入
所
者
の
皆
さ
ん
が
工
学
部
の

若
い
学
生
に
期
待
を
込
め
て
熱
心
に
語
る

姿
が
学
生
た
ち
の
心
に
火
を
点
け
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
触
れ
合
い
を
通
し
て
提
案
さ

れ
た
福
祉
用
具
は
、
県
の
福
祉
用
具
ア
イ

デ
ィ
ア
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
入
賞
を
果

た
し
、
自
分
た
ち
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
社
会

に
通
用
す
る
こ
と
を
知
り
、
大
き
な
自
信

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
イ
デ
ィ
ア
の

具
現
化
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の
技
術
者

に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
け
た
こ
と
も
大

き
な
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
入
所
者
の
笑
顔
を
み
た
い
と
い

う
思
い
で
、
福
祉
用
具
の
製
作
を
続
け
て
い

ま
す
。

 

大
島
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
演
習

jizoku 持続可能な
社会への対

anzen 地域の
安全安心

kore
isya

高齢者等
への支援
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呉
羽
丘
陵
に
て
自
然
体
験
学
習
を
行
っ
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
き
ん
た
ろ
う
倶
楽
部
」
よ
り
、
体

験
学
習
時
に
参
加
者
が
ど
こ
に
注
目
す
る
か（
視

線
が
ど
こ
に
あ
つ
ま
る
の
か
）を
計
測
す
る
ツ
ー

ル
を
考
案
し
て
ほ
し
い
と
の
依
頼
を
受
け
、
取

り
組
み
ま
し
た
。
カ
メ
ラ
を
用
い
た
画
像
処
理

シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
べ
く
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
現

地
踏
査
を
経
て
、
合
宿
形
態
で
集
中
的
に
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
開
発
を
行
う
ハ
ッ
カ
ソ
ン
を
実
施

し
ま
し
た
。
依
頼
者
と
協
働
し
な
が
ら
試
作
を

重
ね
ま
し
た
。

　

 

  

射
水
市
新
湊
地
域
と
小
杉
駅
周
辺
の
観
光
資
源

と
の
接
続
性
の
低
さ
を
解
決
し
た
い
と
射
水
市

か
ら
依
頼
を
受
け
取
り
組
み
ま
し
た
。
市
の
担

当
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
現
地
踏
査
、
内
閣
府

提
供
の
ウ
ェ
ブ
上
の
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム

R
E
S
A
S
（
リ
ー
サ
ス
）
で
の
観
光
動
態
調

査
を
経
て
、
新
湊
の
観
光
地
「
き
と
き
と
市
場
」

に
て
観
光
客
に
直
接
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
射
水
市
へ
報
告
し
、
本

学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
発
表
し
ま
し
た
。

　

 

　
　

　
　

　
「
日
本
の
ベ
ニ
ス
」
と
も
称
さ
る
独
特
の
景
観

と
風
情
を
持
つ
射
水
市
新
湊
地
区
内
川
は
、
昨

今
、
映
画
の
舞
台
に
も
な
り
観
光
地
と
し
て
脚

光
を
浴
び
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
人
口
減

少
や
空
き
家
問
題
な
ど
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

本
グ
ル
ー
プ
で
は
、内
川
に
関
わ
る
様
々
な
方
々

か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
内
川
の
観
光
や
暮

ら
し
に
つ
い
て
調
査
し
、
ゼ
ミ
後
半
に
は
地
域

住
民
の
小
さ
な
声
も
拾
う
た
め
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
案
に
つ
い

て
検
討
し
ま
し
た
。

　

南
砺
市
の
地
域
の
新
し
い
産
業
創
出
・
文
化

発
信
の
施
設
と
し
て
「
南
砺
市
ク
リ
エ
イ
タ
ー

プ
ラ
ザ
（
桜
ク
リ
エ
）」
と
い
う
ク
リ
エ
イ
タ
ー

向
け
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
兼
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
本
施
設
の

認
知
度
を
も
っ
と
上
げ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
と
い
う
テ
ー
マ
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
関

係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
通
じ
、
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
ア
イ
デ
ア

を
ま
と
め
、
ゼ
ミ
後
半
に
関
係
者
へ
提
案
し
ま

し
た
。

地
す
べ
り
災
害
を
防
ぐ
た
め
に

～
水
辺
の
楽
校
で
の
体
験
～

           

古
谷
ト
ピ
ッ
ク
ゼ
ミ

　

富
山
県
は
、
大
き
な
災
害
が
な
い
と
認
識

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
地
勢
的
に
土
砂

災
害
の
危
険
性
が
高
い
地
域
の
ひ
と
つ
で

す
。
今
回
ト
ピ
ッ
ク
ゼ
ミ
の
一
環
と
し
て
国

土
交
通
省
が
全
国
的
に
展
開
し
て
い
る
「
水

辺
の
楽
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
採
択
さ
れ
た

小
矢
部
市
・
後
谷
地
す
べ
り
地
に
て
、
地
す

べ
り
対
策
工
の
見
学
、
地
す
べ
り
観
測
の
体

験
、
そ
し
て
地
す
べ
り
対
策
後
の
土
地
利
用

状
況
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
現
地
で
は
、

N
P
O
法
人
富
山
県
砂
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

会
の
皆
様
よ
り
懇
切
丁
寧
な
事
業
目
的
と
機

器
類
の
使
用
方
法
の
ご
説
明
と
ご
指
導
を
賜

り
ま
し
た
。
本
ゼ
ミ
で
は
、
各
自
土
砂
災
害

に
関
し
て
文
献
調
査
等
を
し
、
ま
と
め
た
上

で
発
表
を
す
る
流
れ
で
進
め
て
き
ま
し
た
が

今
回
の
見
学
を
通
じ
て
地
す
べ
り
災
害
を
防

止
に
関
す
る
認
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

anzen

Explanation miryo
ku

地域の
魅力向上

san
gyo

地域の
産業発展

kodo
mo

子どもの
教育支援

呉
羽
自
然
体
験
自
然
教
育
に
お
け
る

視
線
検
出
シ
ス
テ
ム
の
開
発

miryo
ku

地
域
の
様
々
な
課
題
を
考
え
る

   

中
田
・
岩
本
ト
ピ
ッ
ク
ゼ
ミ

２
ゼ
ミ
18
名
合
同
で
、
４
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
別
々
の
地
域
課
題
へ
取
り

組
み
ま
し
た
。

観
光
に
お
け
る
小
杉
地
区
と
新
湊
地

区
の
連
携
を
考
え
る

内
川
の
地
域
課
題
に
つ
い
て
考
え
る

南
砺
市
ク
リ
エ
イ
タ
ー
プ
ラ
ザ
を
核
と
し

た
桜
ヶ
池
エ
リ
ア
の
活
性
化
を
考
え
る
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区 分 テ ー マ 代 表 教 員 地 域

地
域
志
向
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

射水市・内川の橋ｰその魅力を探るｰ 原口志津子  教授 射水市

工学系の学生が考えた地元小学生・中学生の国際交流学習のアシスト 清水義彦  准教授 射水市

地域小学生のための英語教室 - グローバル人材育成につながる英語教育支援 - 山﨑大介 准教授 射水市

視覚障碍児童・生徒のための科学イベントの実施 高木昇  教授 富山視覚総
合支援学校

中小企業の魅力発掘と製造現場における問題解決の提案
（製造業で働く女性の実像を調べる） 岩井学  准教授 富 山 市・ 高

岡市

学生のみによる「プラネタリウム工作教室」の運営 松本公久  講師 富山県

学童保育の場で使用する教育コンテンツの作成と教育の実施の支援 鳥山朋二  教授 射水市・富山
市・高岡市

射水市小学校および児童館での理科実験 中島範行  教授 射水市

持続可能な地域づくりの診断から処方まで：環境モデル都市富山を事例として 中村秀規  講師 富山市

地
域
志
向
研
究

トピックゼミでの地域協働授業の実施をサポートするためのマニュアル作成 濱貴子  講師 射 水 市・ 南
砺市

製作教室用教材（からくり模型）の研究 神谷和秀  教授 富山市

地方の若年層未定着の問題解決に繋がる自治体行事の低コスト化モデル構築 鳥山朋二  教授 射水市

ビックデータを活用した新湊・小杉間の観光交通のニーズ調査 岩本健嗣  准教授 射水市

小矢部市の観光促進を目指した観光コンテンツ制作および情報発信ツールの開発 榊原一紀  准教授 小矢部市
自然教育における児童に有効な教育方法の確立を目的とした視線検出シ
ステムの開発 中田崇行  准教授 その他

(NPO 法人 )

センサ付新型歩行器の開発とそれを通した高齢者福祉理解 浦島智  講師 射水市

大型裸眼立体ディスプレイで見る、富山の美しい風景収集プロジェクト 西原功  助教 射水市

香り華やかな日本酒製造のための香り評価システムの構築 中島範行  教授 黒部市

下水道の機能向上による富山の水環境保全に関する調査研究 楠井隆史  教授 射 水 市・ 高
岡市

小矢部市の中山間地域における廃校を利用した大気環境観測 
- 富山県山間部での環境実態評価および安全・安心のための情報提供 - 渡辺幸一  教授 小矢部市

小矢部園芸高校における BDF 大量変換および授業「農業と環境」実態の支援 畠俊郎  准教授 小矢部市

時間毎エネルギー消費量の調査と最適熱供給システムの設計に関する研究 立花潤三  講師 黒部市

地域の景観の変遷過程の分析と保全に向けた取り組み 星川圭介  講師 射 水 市・ 高
岡市

学
生
自
主
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

テ ー マ 学生団体（代表者） 地域

Plant Project -Sunflower Life Cycle-
ひ ま わ り サ ー ク ル
生物工学科 2 年
中 畑 未 来

射水市

TPUMarker: 富山県立大学生向けニュースサイト×富山
県観光情報

Core Creative Manager(CCM)
情報システム工学専攻１年
伊 達 伸 之 輔

富山県全域

ダ・ヴィンチ祭参加者向けの広報アプリケーションの開発
チ ー ム A S A I 　
情報システム工学専攻 1 年
高 松 将 也

射水市

「ふく福柿」の収穫作業の効率化、収穫者不足の改善、
ふく福柿の 6 次産業化への研究、知名度の向上

水 土 里 保 全 研 究 会 　 他
生物工学科 3 年
白 谷 周 作

砺波市

星空トロッコ PR 用の星空写真の撮影
天 文 部
情報システム工学科 3 年
中 村 龍 一 郎

黒部市

第２回いみず祭り
地 域 協 働 研 究 会 C O C O S
情報システム工学科 3 年
榊 原 拓 実 、 竹 内 彰 裕

射水市

小矢部市の観光促進を目指した観光コンテンツ制作及び
情報発信ツールの開発

榊 原 ゼ ミ
情報システム工学科 3 年
安 久 昌 和

小矢部市

山間部における自然体験補助アプリの開発と必要とされ
るデータの収集

イ メ ー ジ ト レ イ ニ ー
情報システム工学科 3 年
牛 越 一 樹

射水市

平成 28年度　地域志向教育研究費　採択一覧



　
　

　
　

　
　

　

　

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
と
は
、
富
山
県

の
青
年
会
議
所
が
毎
年
県
内
で
会

場
を
変
え
な
が
ら
開
催
し
て
い
る

も
の
で
、
そ
の
地
域
に
住
ん
で
い

る
方
々
に
、
地
域
に
対
す
る
愛
着

心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
催
し

で
す
。
44
回
目
と
な
る
今
年
は
、

射
水
市
が
舞
台
と
な
り
、「
共
に
語

ろ
う
！
～
と
や
ま
に
未
来
の
た
め

に
～
」
と
い
う
主
題
の
下
、
９
月

３
日
に
富
山
県
立
大
学
内
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の
企
画
の
中
に

あ
る
富
山
の
魅
力
発
見
講
座
で
は

C
O
C
O
S
が
司
会
を
務
め
、
５

人
の
講
師
が
富
山
の
魅
力
を
語
る

ほ
か
に
、
C
O
C
O
S
を
含
め
た

富
山
県
内
の
６
つ
の
学
生
団
体
が

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
特
徴
や
活
動

内
容
を
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、

後
半
は
参
加
者
全
員
で
富
山
の
魅

力
や
、
よ
り
発
展
さ
せ
る
方
法
な

ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

い
み
ず
祭
り
は
射
水
市
の
合
併

１
０
周
年
を
機
に
、
射
水
青
年
会

議
所
が
主
体
と
な
っ
て
去
年
か
ら

開
催
さ
れ
た
祭
り
で
す
。
伝
統
の 

「
新
湊
の
じ
た
踊
り
」
を
現
代
風

に
ア
レ
ン
ジ
し
た
「
射
水
の
じ
た

総
踊
り
」
を
核
に
、
新
し
い
文
化

の
創
造
、
伝
統
芸
能
の
継
承
、
地

域
資
源
の
活
用
な
ど
様
々
な
視
点

か
ら
、
射
水
市
の
魅
力
の
再
発
見

や
再
構
築
を
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

C
O
C
O
S
は
昨
年
と
同
じ
く

イ
ベ
ン
ト
の
一
部
を
企
画
の
段
階

か
ら
任
せ
て
い
た
だ
き
、
今
回
は

流
し
そ
う
め
ん
と
エ
ン
ド
ロ
ー
ル

を
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
だ
け

で
な
く
、
い
み
ず
祭
り
実
行
委
員

会
と
し
て
い
み
ず
祭
り
の
運
営
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　
エ
ン
ド
ロ
ー
ル

エ
ン
ド
ロ
ー
ル
は
、「
み
ん
な
で

祭
り
を
作
り
上
げ
た
こ
と
」
を
実

感
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い

で
動
画
の
制
作
を
し
ま
し
た
。

い
み
ず
祭
り
当
日
の
動
画
や
写

真
を
使
う
た
め
、
前
準
備
と
し
て

あ
ら
か
じ
め
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
の
流

れ
を
作
っ
て
お
き
、
当
日
に
分
担

し
て
祭
り
の
様
子
を
撮
影
し
、
そ

の
場
で
写
真
を
組
み
込
ん
で
４
分

程
の
動
画
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

完
成
し
た
も
の
は
祭
り
の
最
後
の

企
画
と
し
て
会
場
の
ス
ク
リ
ー
ン

に
映
し
、
終
了
後
に
は
大
き
な
拍

手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

   

流
し
そ
う
め
ん

流
し
そ
う
め
ん
は
、「
食
を
通
じ

て
い
み
ず
を
一
つ
に
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
企
画
し
、
そ
う
め
ん
を
流

す
竹
だ
け
で
な
く
、
竹
を
使
っ
て

「
の
じ
た
」
の
文
字
を
作
る
竹
看

板
の
製
作
も
し
ま
し
た
。
射
水
青

年
会
議
所
の
方
か
ら
竹
を
譲
っ
て

い
た
だ
き
、
竹
の
切
り
だ
し
か
ら

始
め
、
３
日
間
か
け
て
加
工
を
施

し
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
当
日
は

午
後
か
ら
一
時
間
ほ
ど
開
催
し
ま

し
た
。
何
十
組
も
の
親
子
が
来
て

く
だ
さ
り
、
大
好
評
で
し
た
。
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ブ
ロ
ッ
ク
大
会

地
域
協
働
研
究
会
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｓ

後
期
活
動
予
定

移
住
定
住
促
進

入
善
PR
動
画
作
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
！

　

協
働
先
◆
入
善
町
・
北
日
本
新
聞

い
み
ず
祭
り



公立大学法人富山県立大学　地域協働支援室
http://www.pu-toayam.ac.jp/coc/
〒 939-0398　富山県射水市黒河 5180

（環境工学科棟　3 階　I-333 室）
TEL:0766-56-7500（内線 255）FAX:0766-56-8022
E-mail:coc1@pu-toyama.ac.jp
編集：地域協働研究会 COCOS　　発行：平成 29 年 3 月

お知らせ ～ information～

「図書の貸し出しについて」
学内の

皆さまへ

　地域協働支援室では図書の貸し出しも行っており、最近では本
を大幅に増やして様々な種類の本があります。
　特に「アクティブラーニング」「ワークショップ」「ファシリテ
ーション」や「地域」に関する本を多数揃えておりますので、ゼ
ミで COC の授業を行うときには非常に役に立つと思います。他
にも「デザイン」や「プレゼンテーション」に関するものもあり
ますので、成果発表会などに向けてご活用いただけたらと思って
います。
　学生だけではなく教職員にも貸し出ししているので、皆さん気
軽にお立ち寄りください。

地域協働授業マニュアル（教員向け）完成
　

富山県立大学　ＣＯＣニュース　第 6 号 (8)

　本学では 1 年次から 3 年次までの必修科目（少人数制ゼミ）に
「地域協働授業」を導入しています。担当教員個別の工夫・努力
により様々な取り組みが展開されいますが、一方で通常の授業よ
りも教員負担が大きいという実情があります。この度、有志教員
グループがそのような負担軽減と本授業への新たな教員参画を促
す目的で、地域協働授業の教員向け運営マニュアルを作成しまし
た。授業の組み立て方や心構え、グループワークの手法など、4
つの授業実例を交えて紹介しています。冊子として本学教員に配
布されますが、本学 COC ホームページでも紹介しておりますの
で、ご興味のある方はぜひご覧ください。

＜プログラム＞【1日目（7月28日）】①「中小企業の魅力発掘（製造業で働く女性
の実像を調べる）」プレゼンテーション演習　（岩井 学 准教授）②「地元の食材を使
った下宿生のレシピ」教養ゼミⅠ（平野 嘉孝 准教授）③「子供たちのモノづくり教
育支援を目指した紙のからくり玩具の考案」プレゼンテーション演習　（藤井 正 准教
授）④「TA（Teaching Assistant）としての取り組み紹介」地域協働研究会 COCOS
⑤「子供たちにプログラミングへの興味を持たせる試み」プレゼンテーション演習　

（鳥山 朋二 教授、唐山 英明 教授、浦島 智 講師）【２日目（7月29日）】①「射水市
のニッチな観光資源の掘り起こし」トピックゼミⅠ　（小林 香 講師）②「地域企業経
営者より科学技術と社会、技術者としてのキャリア形成に学ぶ」トピックゼミⅠ　（
濱 貴子 講師）③「内川・南砺・小杉・呉羽におけるグループ別取組み　～ TA を取
り入れたゼミ運営～」トピックゼミⅠ　（中田 崇行 准教授、岩本 健嗣 准教授）④「
富山と農薬と私」トピックゼミⅠ　（古澤 之裕 講師）⑤「高齢者の『閉じこもり』を
考える　～地域における実態・意識調査～」トピックゼミⅠ　（上村 一貴 講師）

７月 28 日（木）29 日（金）、本学大講義室にて本年度前期の地域協働授業成果発表会を行いました。学
内外から延べ 270 名の方にお集まりいただき、ゼミや学生団体 10 組がそれぞれの成果を報告しました。

平成 28 年度前期　地域協働授業成果発表会　


